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藤
原
為
家
の
私
家
集
書
写
（
承
前
）

　
　
　
　
―
―
唐
紙
本
海
人
手
子
良
集
・
後
鳥
羽
院
百
首
―
―

                   

日
本
文
学
／
准
教
授　

 

岸
本
理
恵

　
　
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

藤
原
定
家
が
私
家
集
を
中
心
に
多
く
の
写
本
で
監
督
書
写
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
今
や

認
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
父
俊
成
か
ら
受
け
継
い
だ
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
為
家
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
俊
成
か
ら
定
家
へ
と
引
き
継
が
れ
た
方
法

で
あ
る
か
ら
、
定
家
の
息
為
家
も
行
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
や
、
早
く
に
尊
経
閣
叢

刊
の
複
製
本
が
制
作
さ
れ
た
『
大
和
物
語
』
が
二
筆
か
ら
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
監
督
書
写
を

行
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
ど
こ
か
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
影
印

等
の
解
説
で
そ
の
よ
う
な
説
明
が
個
別
に
な
さ
れ
る
程
度
で
、
偶
然
に
そ
の
よ
う
な
書
写
を
行

な
っ
た
の
か
、
俊
成
や
定
家
の
よ
う
に
多
く
の
写
本
を
書
写
し
た
の
か
な
ど
、
実
態
は
全
く
解

明
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
冷
泉
家
の
秘
籍（
１
）

』
に
は
「
為
家
監
督
書
写
本
」
と
の
言
及
も
見
ら
れ
る
が
、
為
家
監
督
書

写
に
つ
い
て
総
合
的
に
言
及
し
た
の
は
、
為
家
監
督
書
写
に
な
る
八
集
を
集
録
し
た
冷
泉
家
時

雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
十
一（
２
）』

の
解
題
冒
頭
に
、田
中
登
氏
が
「
為
家
本
私
家
集
に
つ
い
て
」

と
し
て
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
田
中
氏
は
、
集
録
さ
れ
た
八
集
の
他
に
も
四
集

を
為
家
監
督
書
写
本
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
十
二
集
に
は
い
ず
れ
に
も
書
写
奥
書
が
な

く
、
為
家
と
の
関
わ
り
や
書
写
年
次
を
確
認
す
る
手
段
に
乏
し
い
。
加
え
て
、
為
家
の
筆
は
俊

成
や
定
家
の
よ
う
な
強
烈
な
個
性
を
持
た
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
為
家
監
督
書
写
本
に
つ
い
て

積
極
的
に
認
定
し
て
実
態
を
把
握
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
に
発
表
し
た
拙
稿（
３
）で
は
、
そ
れ
で
も
何
と
か
為
家
監
督
書
写
本
の
特
徴
を
考
察
し
て
整
理

を
試
み
、
為
家
監
督
書
写
に
つ
い
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
。
そ

の
際
に
は
素
紙
の
枡
形
本
を
中
心
に
扱
い
、
同
じ
く
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
（
以
下
に
『
叢
書
』

と
略
す
）
に
集
録
さ
れ
る
『
海
人
手
子
良
集
』・『
後
鳥
羽
院
百
首
』
は
一
端
除
い
て
ま
と
め
た
。

こ
の
二
集
に
は
、
唐
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
大
き
さ
が
他
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
、
一
首
三

行
書
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、『
平
安
私
家
集
十
一
』
所
収
の
為
家
監
督
書
写
本
と
異
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
二
集
つ
い
て
、
為
家
監
督
に
な
る
写
本
で
あ
る
の
か
検

証
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
、『
海
人
手
子
良
集
』・『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
書
誌
と
特
徴

　

こ
こ
に
扱
う
『
海
人
手
子
良
集
』・『
後
鳥
羽
院
百
首
』
に
つ
い
て
、
各
解
題
に
基
づ
き
簡
単

な
書
誌
と
特
徴
を
以
下
に
示
す（
４
）。

①　
『
海
人
手
子
良
集
』

　
『
叢
書
』
で
は
「
海
人
手
子
良
集　

唐
紙
本
」
と
称
す
。
大
き
さ
は
、
縦
一
二
・
九
、
横

一
二
・
八
セ
ン
チ
、
大
和
綴
一
帖
。
全
三
括
。
本
文
料
紙
は
具
引
地
に
雲
母
で
、
小
菊
・
市
松
・

花
丸
文
散
ら
し
模
様
を
刷
り
だ
し
た
唐
紙
。
本
文
は
一
丁
表
～
十
八
丁
表
、
第
十
七
丁
は
も
と
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の
料
紙
は
失
わ
れ
江
戸
期
に
白
紙
が
補
わ
れ
て
い
る
。
一
面
九
～
十
行
、
一
首
三
行
書
、
巻
末

な
ど
一
部
に
散
ら
し
書
き
あ
り
。
後
補
表
紙
・
原
表
紙
が
あ
る
が
外
題
は
い
ず
れ
も
後
世
の
筆
、

見
返
し
の
「
海
人
手
子
良
集
」「
大
納
言　
　
　
　

」
は
本
文
と
同
一
の
筆
と
み
ら
れ
て
い
る
。

②
『
後
鳥
羽
院
百
首
』

　

縦
一
二
・
九
、
横
一
三
・
二
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
料
紙
は
具
引
地
に
雲
母
模
様
を
刷

り
出
し
た
唐
紙
を
括
ご
と
に
柄
を
変
え
て
用
い
、
そ
の
模
様
は
市
松
（
第
一
括
）・
菊
花
（
第

二
括
）・
カ
タ
バ
ミ
（
第
三
括
）・
桜
花
（
第
四
括
）
を
散
ら
す
。『
海
人
手
子
良
集
』
と
ほ
ぼ

同
装
。
本
文
は
一
丁
表
～
十
九
丁
裏
。
一
面
九
行
、
一
首
三
行
書
、
巻
末
十
八
丁
裏
か
ら
は
歌

を
散
ら
し
て
書
く
。
前
表
紙
左
「
後
鳥
羽
」
と
あ
る
の
は
本
文
と
別
筆
。
表
紙
裏
に
文
字
が
書

か
れ
て
い
た
痕
跡
は
あ
る
が
剥
落
の
た
め
判
読
で
き
な
い
。

　

こ
の
二
集
は
、
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
、
と
も
に
百
首
歌
、
一
首
を
三
行
に
書
く
の
で
丁
数
も

ほ
ぼ
同
じ
、
い
ず
れ
も
唐
紙
を
用
い
、
そ
の
う
ち
小
菊
と
市
松
の
模
様
は
共
通
し
て
い
る
。『
海

人
手
子
良
集
』
は
大
和
綴
と
あ
る
が
、
二
～
四
枚
の
料
紙
を
重
ね
て
折
っ
た
括
を
三
つ
重
ね
る

の
は
綴
葉
装
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ほ
ぼ
同
装
と
指
摘
が
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
奥
書
や
書

写
者
に
関
す
る
徴
証
は
な
い
が
、一
具
の
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
。た
だ
し
、『
冷

泉
家
の
秘
籍
』
に
「
必
ず
し
も
両
者
同
筆
と
は
断
じ
が
た
い（
５
）」

と
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
筆
は

同
一
で
な
い
。

　

こ
の
二
集
の
何
よ
り
も
目
を
惹
く
特
徴
は
、
全
て
の
丁
に
美
し
い
唐
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
二
集
に
共
通
す
る
模
様
に
市
松
と
菊
花
（（『
海
人
手
子
良
集
』
解
題
に
は
「
小
菊
」

と
す
る
が
ほ
ぼ
同
一
）
が
あ
る
。
特
に
こ
の
菊
花
の
唐
紙
は
、
雲
母
で
刷
り
出
し
た
直
径
一
セ

ン
チ
程
の
菊
の
花
を
全
面
に
並
べ
た
も
の
で
、
こ
の
趣
が
為
家
の
奥
書
の
あ
る
『
大
和
物
語
』

（
前
田
家
旧
蔵
）
に
酷
似
し
て
い
る
。『
大
和
物
語
』
も
菊
花
の
ほ
か
に
花
菱
・
紅
葉
・
蔓
唐
草

を
そ
れ
ぞ
れ
雲
母
で
刷
り
出
し
た
四
種
の
料
紙
を
用
い
、
小
さ
な
モ
チ
ー
フ
を
全
面
に
並
べ
る

料
紙
の
趣
は
共
通
し
て
い
る
。『
大
和
物
語
』
が
括
ご
と
に
柄
を
変
え
る
の
も
、『
後
鳥
羽
院
百

首
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
大
和
物
語
』
と
こ
れ
ら
二
集
は
、
小
菊
以
外
に
共
通
す
る

も
の
が
な
く
、
小
菊
の
模
様
も
詳
細
に
比
べ
る
と
、
花
弁
の
作
り
や
花
を
並
べ
る
ピ
ッ
チ
が
異

な
り
、
完
全
に
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
種
の
料
紙
は
、『
大
和
物
語
』
の
他
に
も
、
鎌
倉
の
書
写
と
さ
れ
る
『
桂
大
納
言
入
道

殿
御
集（
６
）』『
菅
原
道
真
集
切
』『
高
光
集
切
』
な
ど
に
見
え
る
。
い
ず
れ
も
蔓
唐
草
や
花
な
ど
の

小
さ
な
モ
チ
ー
フ
を
全
面
に
敷
き
詰
め
た
柄
で
、
そ
れ
ら
を
雲
母
で
刷
り
出
し
て
い
る
。
唐
紙

の
作
り
や
意
匠
に
は
時
代
と
し
て
の
特
徴
や
変
遷
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は

為
家
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
写
本
が
鎌
倉
中
期
頃
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い

う
程
度
に
理
解
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る（
７
）。
つ
ま
り
、
こ
の
料
紙
の
類
似
の
み
に
よ
っ

て
為
家
監
督
の
も
の
と
断
定
す
る
の
は
尚
早
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
結
論
を
先
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
二
集
は
田
中
登
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
為
家
監
督
書
写
本
と
認
定
し
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
為
家
監
督
書
写
本
と
し
て
整
理
し

た
素
紙
を
用
い
た
枡
形
の
写
本
十
集
に
比
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
二
集
の
も
の
と
同
じ
筆
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
次
に
詳
し
く
検
証
し
て
い
く
。

　
　
　
　

三
、『
海
人
手
子
良
集
』
の
同
筆
資
料

　

唐
紙
を
用
い
た
本
は
雲
母
の
剥
落
が
生
じ
や
す
く
、『
海
人
手
子
良
集
』
も
、
冒
頭
の
内
題

か
ら
二
丁
表
に
か
け
て
と
、
十
六
丁
表
か
ら
十
八
丁
表
の
巻
末
部
分
は
特
に
判
読
が
難
し
い
。

し
か
し
、
現
在
判
読
可
能
な
限
り
に
お
い
て
、
本
文
は
全
丁
一
筆
で
あ
る
（
こ
れ
を
以
下
に
Ａ

筆
と
す
る
）。
こ
の
同
筆
資
料
を
探
し
て
み
る
と
、
為
家
監
督
書
写
本
の
『
実
方
中
将
集 

素
紙

本（
８
）』

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』
は
、
縦
一
六
・
三
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。
本
文
は

一
丁
表
～
四
十
丁
裏
。
一
面
九
行
、
一
首
二
行
書
、
巻
末
一
首
は
三
行
に
折
り
返
す
。
冒
頭
か

ら
の
書
写
が『
海
人
手
子
良
集
』と
同
筆
の
Ａ
筆
と
見
ら
れ
る
。た
だ
し『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』

の
書
写
は
二
筆
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
交
互
に
二
回
ず
つ
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
一
丁
表
～

裏
を
第
一
筆
目
、
続
き
は
三
丁
裏
ま
で
第
二
筆
目
と
な
る
が
、
続
き
を
第
一
筆
目
の
手
が
再
び

五
丁
表
半
ば
ま
で
書
写
、
そ
の
後
は
第
二
筆
目
の
手
へ
と
替
わ
っ
て
巻
末
ま
で
続
く
。
特
徴
的

な
字
を
【
図
１
】【
図
２
】
に
抜
き
出
し
て
比
較
し
た
。

　
「
の
（
乃
）」
や
「
た
（
堂
）」
は
特
徴
が
出
や
す
く
同
一
の
筆
の
う
ち
に
揺
れ
も
少
な
い
。

こ
の
筆
の
「
の
（
乃
）」
は
、
上
の
横
画
が
長
く
、
右
側
下
部
の
膨
ら
み
が
大
き
く
て
、
右
上
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か
ら
そ
の
下
部
へ
の
角
が
な
だ
ら
か
で
あ
る
。「
た
（
堂
）」
は
、
細
身
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が

こ
の
手
は
や
や
幅
が
広
め
で
、
そ
の
た
め
中
央
の
左
か
ら
右
上
へ
伸
び
る
横
画
が
長
め
で
角
度

が
緩
や
か
で
あ
る
。
そ
の
他
こ
の
筆
の
特
徴
と
し
て
は
、
特
に
「
あ
（
安
）」
と
「
ん
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
あ
（
安
）」
は
左
側
下
部
の
輪
の
部
分
が
極
め
て
扁
平
、
続
く
右
側
は
縦
棒
を
越

え
た
す
ぐ
か
ら
下
へ
向
か
お
う
と
す
る
た
め
右
肩
下
が
り
と
な
り
、
そ
の
結
果
右
側
下
部
の
膨

ら
み
の
空
間
が
一
般
的
な
文
字
よ
り
も
狭
い
。
そ
し
て
こ
の
下
半
分
と
上
部
（「
安
」
で
の
冠

部
分
）
と
を
つ
な
ぐ
縦
棒
が
比
較
的
長
く
、
文
字
が
全
体
に
や
や
縦
長
に
見
え
る
。「
ん
」
は
、

い
ち
ど
下
が
っ
て
か
ら
上
が
る
山
の
よ
う
な
部
分
が
大
き
く
、
続
く
最
終
画
部
分
を
は
ね
上
げ

ず
に
右
側
へ
引
き
の
ば
す
の
で
ほ
ぼ
水
平
に
払
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
一
致
に
よ
り
、

『
海
人
手
子
良
集
』
と
『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』
第
一
筆
（
Ａ
筆
）
を
同
筆
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

四
、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
同
筆
資
料

　
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
も
同
様
に
唐
紙
の
料
紙
に
は
剥
落
が
あ
り
、
特
に
冒
頭
内
題
か
ら
一
丁

表
は
判
読
が
難
し
い
。
一
丁
表
は
、
続
く
一
丁
裏
か
ら
巻
末
十
九
丁
裏
ま
で
と
は
筆
が
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。
一
丁
表
は
一
面
（
二
首
八
行
）
の
み
で
あ
る
う
え
剥
落
甚
だ
し
く
、
同
筆
資
料

に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
は
困
難
な
が
ら
、こ
の
僅
か
な
分
量
の
中
に
も
「
た
（
堂
）」「
の
（
乃
）」

「
あ
（
安
）」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
『
海
人
手
子
良
集
』
と
同
じ
Ａ
筆

と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
や
は
り
『
後
鳥
羽
院
百
首
』　

は
装
丁
の
み
な
ら
ず
書

写
者
に
お
い
て
も
『
海
人
手
子
良
集
』
と
共
通
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
為
家
監
督
書
写
本
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
心
許
な
い
の
で
、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
一
丁
裏
以
降
の
筆
（
以
下
に
Ｂ
筆
と

す
る
）
の
同
筆
資
料
を
検
討
す
る
と
、
先
に
Ａ
筆
で
見
た
『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』
の
第
二

筆
目
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
同
じ
く
為
家
監
督
書
写
本
の
『
隆
房
集（
９
）』

に
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
隆
房
集
』
は
、
縦
一
四
・
八
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
、
綴
葉
装
一
帖
。

本
文
は
一
丁
表
～
三
十
八
丁
表
。
一
面
九
～
十
一
行
、
一
首
二
行
書
。
二
十
五
丁
目
を
境
と
し

て
二
筆
み
ら
れ
る
が
、そ
の
う
ち
第
一
筆
目
が
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
同
筆
と
み
ら
れ
る
。【
図

３
】【
図
４
】【
図
５
】
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
字
を
抜
き
出
し
て
示
し
た
。

　

具
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、「
の
（
乃
）」
の
一
画
目
、
右
上
か
ら
左
下
へ
と
伸
び
る
杖
つ
き

の
部
分
は
極
め
て
細
く
、こ
れ
に
対
し
て
右
側
の
曲
線
は
側
筆
が
ち
で
太
い
。こ
の
曲
線
に
よ
っ

て
で
き
る
空
間
は
『
海
人
手
子
良
集
』
等
の
筆
（
Ａ
筆
）
よ
り
は
小
さ
め
で
あ
る
。「
た
（
堂
）」

は
Ａ
筆
に
比
べ
て
や
や
細
身
。
右
側
の
縦
画
が
内
側
へ
や
や
湾
曲
し
て
く
び
れ
な
が
ら
下
り
、

【
図
１
】　
『
海
人
手
子
良
集
』
の
筆
跡

【
図
２
】　
『
実
方
中
将
集　

素
紙
本
』
第
一
の
筆
跡
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続
く
最
終
画
の
く
る
り
と
上
が
る
輪
の
部
分
は
Ａ
筆
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
に
こ
の
三
つ
の
集
に
共
通
し
て
見
え
る
Ｂ
筆
の
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
が
あ

る
。
一
点
目
、「
も
（
毛
）」
に
つ
い
て
図
の
よ
う
な
崩
し
を
多
用
す
る
こ
と
。「
毛
」
を
字
母

と
す
る
「
も
」
は
ど
の
写
本
に
も
多
い
が
こ
の
よ
う
な
形
と
し
て
は
多
く
見
え
る
わ
け
で
は
な

い
し
、
多
用
す
る
こ
と
も
な
い
。
二
点
目
に
、【
図
３
】【
図
４
】【
図
５
】
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾

に
掲
示
し
た
「
き
・
け
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
そ
の
も
の
の
癖
と
い
う
よ
り
も
上
に
あ
る
文

字
と
の
関
係
が
特
徴
的
で
あ
る
。「
き
（
幾
）」
や
「
け
（
遣
）」
の
、
左
上
か
ら
右
下
へ
伸
び

る
斜
め
の
縦
画
が
極
端
に
長
く
、
上
の
文
字
へ
侵
食
し
た
り
突
き
抜
け
る
も
の
が
多
々
見
ら
れ

る
。「
き
（
幾
）」「
け
（
遣
）」
の
よ
う
な
文
字
の
特
性
の
た
め
、
上
の
文
字
と
の
重
な
り
が
生

じ
る
場
合
は
他
の
筆
で
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、『
海
人
手
子
良
集
』
の
Ａ
筆
に
も
複
数
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
Ｂ
筆
に
は
顕
著

に
多
く
縦
画
の
伸
び
も
甚
だ
し
い
の
で
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
詳
細
検
証
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
共
通
す
る
特
徴
を
も
つ
。
た
だ
し
、
各
集

に
お
い
て
特
徴
に
や
や
揺
れ
幅
が
こ
あ
り
、
こ
こ
に
は
掲
示
し
な
か
っ
た
が
、
俯
瞰
的
に
写
本

と
し
て
眺
め
る
と
、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
や
『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』
は
線
が
細
い
の
に
対
し
、

『
隆
房
集
』
は
特
に
前
半
部
分
に
お
い
て
線
が
太
く
の
び
や
か
さ
に
欠
け
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
そ
れ
も
丁
が
進
ん
だ
十
丁
目
辺
り
か
ら
、
さ
ら
に
は
二
十
丁
目
前
後
に
な
る
と
細
い
線

も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
冒
頭
部
分
は
一
面
に
九
行
を
書
く
が
十
丁
辺
り
に
な
る

と
十
行
か
ら
十
一
行
を
詰
め
る
の
で
、行
詰
め
の
変
化
に
よ
る
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。『
隆
房
集
』

は
一
辺
十
五
セ
ン
チ
弱
の
枡
形
の
面
に
、
歌
は
一
首
二
行
書
で
、
こ
の
よ
う
に
九
行
か
ら
十
一

行
を
詰
め
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
て
『
実
方
中
将
集 

素
紙
本
』
は
、
一
辺
十
六
セ
ン
チ
前
後

の
一
面
に
九
行
を
詰
め
、
歌
は
一
首
二
行
で
あ
る
の
で
、『
隆
房
集
』
よ
り
も
少
し
大
き
い
が

一
面
の
行
数
は
少
な
め
で
ゆ
っ
た
り
と
す
る
。『
後
鳥
羽
院
百
首
』
で
は
一
辺
が
約
十
三
セ
ン

チ
と
小
さ
い
が
、
歌
一
首
を
三
行
に
書
き
、
一
面
に
は
同
じ
く
九
行
を
詰
め
る
の
で
、
や
は
り

【
図
３
】　
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
筆
跡

【
図
４
】　
『
実
方
中
将
集　

素
紙
本
』
第
二
筆
の
筆
跡
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百
首
』
は
十
八
丁
裏
か
ら
十
九
丁
裏
ま
で
の
巻
末
部
分
の
四
首
を
散
ら
し
て
書
く
。
こ
れ
も
ま

た
、
為
家
監
督
本
で
あ
る
こ
と
の
徴
証
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

為
家
監
督
書
写
に
よ
る
私
家
集
の
多
く
は
は
枡
形
で
素
紙
を
用
い
、
歌
一
首
二
行
書
を
主
と

し
て
い
る
。『
海
人
手
子
良
集
』『
後
鳥
羽
院
百
首
』
は
大
き
さ
も
や
や
小
ぶ
り
で
唐
紙
を
用
い
、

歌
一
首
三
行
書
と
い
う
異
な
る
形
式
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
も
ま
た
為
家
監
督
書
写
本

と
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
素
紙
を
用
い
る
枡
形
本
が
家
の
本
と
し
て
の
書
写

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
唐
紙
本
は
貴
顕
の
誂
え
な
ど
何
ら
か
の
別
の
目
的
の
た
め
に

書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

為
家
に
よ
る
写
本
は
、『
続
後
撰
和
歌
集
』
や
『
保
延
の
こ
ろ
ほ
ひ
』『
大
和
物
語
』
な
ど
に

は
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
為
家
監
督
書
写
の
私
家
集
に
は
書
写
奥
書
を
持
つ
も
の
が
な
い
。

定
家
監
督
書
写
本
に
お
い
て
も
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
る
も
の
は
稀
で
あ
る
け
れ
ど
、
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
そ
れ
を
基
準
に
認
定
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
為
家
の
場
合

は
こ
う
し
た
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
為
家
の
筆
跡
は
定
家
や
俊
成
ほ
ど
の
強

烈
な
個
性
を
持
た
な
い
の
で
、
為
家
監
督
書
写
本
と
認
定
し
て
い
く
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
写
本
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の

か
、
最
も
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
文
字
そ
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
筆
跡
を

中
心
に
分
析
を
試
み
た
。『
海
人
手
子
良
集
』『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
為
家
監
督
書
写
本
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
試
み
の
一
環
と
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
注
）

（
１
） 

『
冷
泉
家
の
秘
籍
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
２
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
六
十
三
『
平
安
私
家
集 

十
一
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）。
こ
こ
に

は
為
家
本
私
家
集
と
し
て
、『
興
風
集 

七
十
四
首
本
』・『
興
風
集 

二
十
一
首
本
』・『
実
方
中
将

集
』・『
小
大
君
集
』・『
伊
勢
大
輔
集
』・『
肥
後
集
』・『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』・『
安
芸
集
』

が
集
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
） 

拙
稿
「
藤
原
為
家
の
私
家
集
書
写
―
素
紙
・
枡
形
本
を
中
心
に
―
」（『
国
文
学
〔
関
西
大
学
〕』

一
〇
三
・
二
〇
一
九
年
三
月
）。

ゆ
っ
た
り
し
た
書
写
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
印
象
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
特
に
別
筆
と
す
る
必

要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
は
や
は
り
為
家
監
督
書
写
本
と
認
め

て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

五
、
ま
と
め

　

以
上
、『
海
人
手
子
良
集
』『
後
鳥
羽
院
百
首
』
に
つ
い
て
、
一
見
す
る
と
料
紙
も
歌
一
首

の
行
数
も
他
の
為
家
監
督
書
写
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
筆
資
料
を
探
る
な
か
で

こ
れ
ら
二
つ
の
唐
紙
本
が
為
家
監
督
書
写
本
と
認
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。
筆

跡
の
ほ
か
に
、
巻
末
部
分
の
書
写
に
お
い
て
も
、
為
家
監
督
書
写
の
私
家
集
で
は
『
興
風
集 

七
十
四
首
本
』
や
『
安
芸
集
』
な
ど
巻
末
の
一
首
程
度
を
散
ら
し
て
書
く
も
の
が
複
数
見
ら
れ

る
。『
海
人
手
子
良
集
』
は
巻
末
の
十
八
丁
表
が
散
ら
し
書
き
に
さ
れ
て
い
る
し（
　
）、『

後
鳥
羽
院

【
図
５
】　
『
隆
房
集
』（
第
一
筆
）
の
筆
跡
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（
４
） 

『
海
人
手
子
良
集
』
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
『
平
安
私
家
集 

七
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
）、『
後
鳥
羽
院
百
首
』
は
、
同
叢
書
二
十
六
『
中
世
私
家
集 

二
』（
一
九
九
五
年
）

所
収
。

（
５
） 

『
冷
泉
家
の
秘
籍
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
五
八
頁
、「
118
海
人
手
子
良
集　

唐
紙
本
」

解
説
。

（
６
） 
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
六
『
中
世
私
家
集 

二
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
７
） 
四
辻
秀
紀
「
装
飾
料
紙
―
日
本
人
が
培
っ
て
き
た
美
意
識
の
系
譜
」（
徳
川
美
術
館
展
覧
会
図

録　

平
成
十
三
年
秋
季
特
別
展
『
彩
ら
れ
た
紙 

装
飾
料
紙
』
二
〇
〇
一
年
十
月
）
に
唐
紙
の
変

遷
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
四
辻
氏
が
指
摘
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
唐
紙
の
一
つ

に
伝
源
俊
頼
筆
『
斎
宮
女
御
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
も
数
種
の
模
様
の
唐
紙
を
用
い
る
が
、
模
様

と
し
て
は
『
海
人
手
子
良
集
』
や
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
の
ほ
か
『
大
和
物
語
』
等
と
同
一
の
も

の
は
な
く
模
様
の
趣
き
も
多
少
異
な
る
感
が
あ
る
。『
斎
宮
女
御
集
』
に
比
べ
れ
ば
、『
海
人
手

子
良
集
』
や
『
大
和
物
語
』
等
の
料
紙
が
極
め
て
似
た
も
の
で
は
あ
る
。

（
８
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
六
十
三
『
平
安
私
家
集 

十
一
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。

（
９
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
二
十
六
『
中
世
私
家
集 

二
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
10
） 

十
六
丁
裏
も
剥
落
が
甚
だ
し
い
が
散
ら
し
書
き
の
歌
が
認
め
ら
れ
る
。
十
七
丁
は
失
わ
れ
て
素

紙
が
後
補
さ
れ
て
い
る
の
で
厳
密
に
は
何
首
を
散
ら
し
書
き
に
し
て
い
た
か
は
不
明
。

〔
付
記
〕 

図
版
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
科
研
費
（16K

02370

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


